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あった。しかし、 19 世紀になると、産物帳や地誌においては、それぞれ「鼠(ねずみ) J 、「蕗
にd??





























18 世紀後半に刊行された、 2 冊の鼠の飼育書は、鼠の飼育方法だけでなく、当時産出された
突然変異体について言及していることが特徴である。このうち、先に刊行された『養鼠玉のか




































































第 1 部「江戸剛tにおける鼠の分類と名称J を扱った第 1 章「江戸日輸中期における鼠の分類J では、 10 断己
から 18 断己における鼠の分類や名称付けを諸種の文献から検討し、中国の「本草綱目」や日本の「和名抄」の影













を明らかにした。第 3 章「黄表紙の鼠一鼠害J では、飼育対象にならないどぶねずみが悪役として描かれ、福をも
たらす前主としての白鼠とは対噸的に認識されるが、猫との戦いにおいては白鼠そ嘘鼠と共に同一の鼠軍として扱
われていたことを明らかにした。第4 章「読本にみる鼠の怪異表現j では、鼠例怪異表現が平家擬吾に発し、江戸
時代には歌舞伎キ読本において怪異表現が多様化してし、く有様を検出した。
以上、本論文は、古代から江戸時代にわたる多くの文学作品キ絵画などを渉猟して鼠の表現を抽出し、そこから
人間と鼠の関係の変化を明らかにした。とくに 18断己後半の鼠の飼育繁殖の流行が人々に新しし、鼠観をもたらし、
愛玩の対象となっていったことなど、鼠観の時代的変化を浮き彫りにしており、鼠を対象にした動物観研究として
ユニークな内容になっている点は高く評価できる。
以上のことから、著者は自立して研知舌動を行うのに必要な高度の研究能力と学識を有することが明らかである。
よって、本論文同専士(学術)の学儲命文として合格と認める。
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